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ド

ィ
'ッ-
社

会

民

：
き

常

と

；
づ
：
バ
て
八

財
政
政
策』

'

本
書
の
考
察
の
対
象
は
，
，前
敗
紀
の
第

四
！
！

半
期 

ょ
り
第
一

.

次
大
戦
勃
発
の
時
期

^

お
け
る
め
ィ
ッ
社

..

:

会
民
主
党.
の
此
政
政
策
、
あ
：る
い
は
そ
：の
財
政
思
想
/ 

に
あ
る
。
：
一
見
、
と
；の
主
題
の持

：.

つ
.
意

味

は

明

ら

か

. 

で
は
九
く
ノ
特
殊
な
も
;0
と
感
ぜ)

ち
れ
：る

で

あ

ろ

：：
 

ぅ
。
し
か
し
、.
そ
れ
は
、
；著
者
自
身
も
云
:̂
れ
る
、ょ
'
 

ぅ
：に
、
社
会
主
義
運
動
の
理
論.
の
現
代
的
な
：課
題
と 

深
く
関
速
し
て
い
る
の
で
^
る
:0
第
I
S
大
戦
後
に 

ぉ
け
る「

修
正
主
義」

“論
争
、
あ
る
い
は「

構
造
的
;'
:. 

改
革
論j

を
め
ぐ
る
論
今
等
を
著
者
は
.念
頭
に
置 

き
、
か
か
る
論
争.
の
本
質
照
明
を
意
図
し
て
、
第
一 

■次
大
眺
前
の
ド
-̂

ッ
轧
会
民
主
党.
の
財
政
政
策
に
考.. 

察
の
焦
点
を
合
せ
：て
い
るV

'
.

.'
. '

;
署
者
は
、

「

ノ
七
エ
•
ノ
ッ
ァ
ィ
ト」

:等
の
社
会
民 

主
党
に
関
す
る
当
時
の
諸
文
献
や
資
料
を
丹
念
に
整. 

理
し
ノ
約
四
0
年
に
わ
た
る
間
の
党
の
財
双
政
策
論
：

:'
o :
変
遷
を
本
書
の
前
半.に
お.
い
七.
跡
づ.
け
、
：；■後
半U

- '

-
私

い
^
は
ぞ
の
間
の
、党
办
財
政
思
.
想
を
再
構
成
し、i 
.ぺ 

:

一”党
：り
租
税
政
寒
の
！性
格
規
定
：を

諌

み
で

ぃ

る

。ぐ

」
」

0 ' 

時
期
は
、
.

党
に
と
っ
て
は
、
ラ
ッ
サ

I
ル
派
と
ア
ィ 

'.
'.¥
ぢ
ッ
ー
へ
ハ/
敗
の
ゴ
ー
々
合
同
、：« :
:
:舍
主
義
鎮
庄
法
疼 

V

ょ
る
弾
€

「

そ

：
の

麂

棄

贫

の

惫

读

处

：常

勢

蚁

大

"

ぞ
ゾ 

:
し

：
で
-*.
九
-

_

に

は

世

界

最

太

の

赴

渰

主
_

^
 

、
党
、
へ
帝
国
議
会
に
お
け
る
第
一
免
の
：地
位
確
保
に
到
へ 

ノ
る
過
程
を.
意
味
し
、：：
ま

た

そ
れ
は
、
：
：初
期
に
は
前
記 

.

ニ
派
：の
、-..-:
後

に

な
0
て
は
修
正
主
義̂

正
統
派
.と
の 

対
立
，を
内
包
す
る
も
：の
：で
：あっ
た
：0

ド
ィ
ッ
資
本主

：： 

」

翁
ゆ.
こ
®
間
独
古
段
階
：へ
の
夥
行
を
完
了
し
、
.金
融
へ 

-

»

頭
支
配
の
も
とR
植

民

地

を

獲

得

じ:'
軍
事
的
侵
一. 

略
体
制
を
強
化
し
て
帝
国
主
義
の
確
立
を
見
る
.の
で 

あ
る
が
、
財
政
政
策.に
：つ
い
て
い
え
ば::
'
第
ー〗

¥

.

成
立
当
初
、'
各

邦9
.

分

担

金

と

消

毀

税

：
•
関
税
を
中
：
 

心
：と
.す
る
租
税
収
入
と
；に
蕋
員
を
置
い
.た帝
国
財
政
'
 

は
"
、軍.
事
費
や
植
民
地
開
発
背
の
：増
大
に
.
伴
な
い
、

.

繰
返
し
間
接
税
の
.増
徴
を
は
.
か
る

と
共
に
公
債
収
入 

' 

.
へ
.

の
依
；存
を
強
め
て
V
っ
：た
。
；が
か
る
政
策
は
労
働
：
 

者
階
級
の.
生
活
水
準
を
圧
迫
す
'る
も
9
と
し
て
、
社 

诨
党
^

卜
九
に
反
対
を
唱
ぇ
、/'.
直
潜
敗
採
用
を
要
求
：'
 

.
'す
る
の
'で
あ
る
が
：、
第

--
*
次H

K

戦
直
前
、'
直
接
税
に
：
 

ニ
よ.
る.
軍

填

嫂

調

達

が

：
政

府

よ

り

提

案

さ

れ

る

に

到

，
つ

.

.
七

八

(

八
五
四)

.

一：て
，
靡
時
議
会
：で
第
一
党
の
：地
位
に
あ
っ
：た
社
民
党 

ぼ
'

、
' 

理

論

的

に

も

実
^:
的

に

も

多

ぐの
困
難
に
逢
着 

す
る
。
著
者
は
こ
の
過
程
士
詳
細
に
分
柝
し
つ
つ
、
 

後
半
の
総
括
的
な
考
察
に
お

'

い
て
、

ラ
ッ
サ
ー
ル
派 

と
べ
ル
ン
；

N

ユ
タ
ィ
ン
等
の
修
正
主
義
者
と
の
類
似 

.

点
を
^ :
摘
し
て
、：
非

.

マ
ル
：ク
ス
主

義

的

改

良..
^

義

と
 

し
て
一
括
し
、
そ
れ
は
生
産
カ
理
論
と
歪
肶
さ
れ
た 

.

.

'•
:

国
家
論
と

'

に
よ.

つ
て
：正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
対 

.V
.

立
し
た
と
す
る
。

■

こ
れ
ら
の
叙
述
は
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、

■帝
囯
主
義
成
立
め
遛
程
冷
、
，従
来
ほ
：と
ん
ど
取
上
げ 

ら
れ
な
か
：つ.
た
視
角
か
ら
分
析
し
た
も.
の
.と
し
て
も 

意
義
深
い
：も
の
が
：あ.
る
。
：し
か
し
、"
改
良
主
義
が
党
：
 

内
■で
次
第
に
勢
力
を
拡
大
す
る
過
程
、，
殊
に
財
政
問■  

題
へ
；の
か
な
り
積
極
的
な
発
言
と
そ
吖
影
響
カ
増
大 

の
過
程
は
、
党
の
.労
働
運
動
と
の
関
係
や
耝
m
状
況 

•
を
考
慮
に
人
れ
だ.
一：肩
の
解
明
が
■必
要
で
あ
る
と
思 

わ
れ
る
。
ま
た
、
正
統
派
に
関
す
る
分
析
は
多
く
の 

'.
問
罾
'を
示
唆
す
る
も
の
と
し

て

一
層
深
め
ら
れ
ね
ば
.
 

な
ら
ぬ.
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、

マ
ル

ク

ス

が

財
政
問
題 

の
分
析.
を
彼.
の
経
済
学
の
体
系
の
な
、か
で
ど
の
よ
う 

,

に
位
置.
づ.
け
た
か.
と
い
.う
周
知
の
問
題
が
あ
る
訊
で 

あ
る
が
、
更
に
、.
：正
統
派
が
マ.
ル
：ク
ス
の
理
論
を
承 

.
a
v '
だ
と
い
う
場
合
、

マ
：ル.
ク
ス
が
；理
論
的
に
展
開

し
た
諸
考
察
を
正
統
派
は
そ
の
ま
ま.
直
接
的
に
，実
践 

の
な
か
.に
栘
し
か
え
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い 

か
、.
IH
統
派
の
か
か
る
機
械
的
な
理
論
と
実
践
と
の 

結
合
が
改
良
主
義
の
現
実
政
策
的
，志
向
と
の
，対
立
を. 

一
層
強
，め
，
'結
果
的
に
は
芷
統
派
自
体
を
孤
立
と
硬 

直
し
た
状
態
に
追
：い
込
ん
：
.
で

い
.?
た
9

で
：は
：な
い 

か
、'.
'.:
と」

い.
つ，た
疑
問
を
生
じ
て
く
る
。
ど
に
か
く
' 

■
 

本
軎
は
、
こ
の
分
野
で
の
今
後
の
研
究
の
た
め
の
貴 

重
な
手
が
か
り
を
設
定
し
'た
も
の
で
あ
り
、
熟
読
に
、
 

腼
す
る
カ
作
と
い
7
て
ょ
い
で
あ
ろ
ヶ
。
,:(

有
斐
閲
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.

ベ
，
戦
後
、
日
本
資
本
主
義
の
：構
造
変
化
、'.

'

急
速
な
発

. 

展
o

も
と
に

'
お

い

て

、
.
独

占

資

本

と

中

小

資

本

の

矛
 

盾
は
，
複
雑
な
、

^

し
'.

て
戦
施
：と
は
異
な
夸
ー

-
-

面
令

' 

も
ち
な
が
ら
、'

M

開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、：
 

本
来
：

g
H

業
部
5:
:

に
：限

ら

ず
,:
>

国
索
権
カ

.

と
結
合
し
，
 

:
て
成
洋
漁
場>

独
占
し
、.，：
そ

れ

に1
礎

を

置

い.て

発

， 

展
し
て

.

き
た
，>

北
徉
サ
ゲ
；•

:>

ス
漁
業
に
お
け
る
徹
：
 

業
独
占
資
本
と
中
小
漁
業
資
本
と
：の
矛
盾
に
お
い
て
：

」

も
例
外
で
は.
な
い
。.
：.
.:.

 

. 
' 

.

,1
/

:
 

..
本
書
の
課
題.
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
，
北
洋.
漁
業
と
い 

ぅ
特
殊
産
業
分
斲
を.
通
じ
て
、；
戦
後
日
本
‘資
本
主
義 

の
構
造
、
現
段
階
に
お
け
る
独
占
資
本
と
中
小
資
本 

の
支
配
関
係
、
そ
，の
ぬ
ま
の
地
位
へ
の
，ひ
ど
い
‘ゾ
ヮ
 ゝ

寄.
せ

を

.
明

ら

か

へ

に

.
b
J:
i
ぅ
と
す
る.
も
の.
'で
あ
:̂:.

そ..
，...

の.
基
本
的
視
点
は
，
資
本
蓄
積
の
法
則
で
ん
"
，: :
■資
!
丨 

本
の
集
中
•
集
積
が
、
漁
業
権
制
度
.-
ぬ
罾
|
^
網 

度
.
戦
後
の
幕
統
融
資
を
通.
じ
て
経
済
力
を
充
実
さ.

せ
て
き
た
中
小
資
本.
と
め.
対
抗
関
係
に
和
い
て
具
体
，

的
：に
進
行
す
る
そ.の_
仕
方
で.
あ
る
。/
戦

後

の

北

洋

漁.'
'
 

業
に
お
い
て
は
、

.
中
小
漁
業
資
本
め
発
展
に
ょ
ゥ
、
'-.. 

.
戦
前.
に
み
ら
れ
た.
ょ.
5 .
な
'
ー；
.
方
的
買
た.
た
：
ぎ

：

下

：請：'

 

制
对
総
じ
て
緻
湘
名
れ
て
き
た
が
、
'中
小
漁
業
資
本 

間

の

競

争

，
階

層

分

化

の

進

行

は

、
t

業

独

占

資

本
.:

' .
の
支
配
、
従
風
関
係
を
多
様
な
形
態
で
結
ば
せ
を
。

.*
'
 

中
小
資
本
の
資
本
蓄
積
の
あ
ヶ
方
と
漁
業
独
占
資
本
;' 

ー
と
の.
多
様
な
関
係
を
そ
の
階
層
鉅
に
，ょ
0.
て
明
ら
か
：
 

.
に
し
た
の
が「

第

一

章
..
:：

北
洋
に
お
げ
る
：母

船

資

本
: : 

と
独
航
船
し
し
で
あ
る
て
以
下
-^
第
ニ
章
^
サ
^ ;
*;
':
!,
'■
'

ス
の
：商
品
流
通
過
程」

；

「

第
三
章
：，
北
洋
に
お
け
る
労
..
'
'.
 

働
お
ょ
び
#

働
力」

:•-,
第
堅
早
#
漁
網
産
業
の
構
造
:.
'

:

変

化

ど

北

洋

漁

業

」
」

に

：
お

い
' 

H

\:
r
国
際
的
商
品
と
し
；

:

-

T

の̂

ケ
;

マ.ス
：：

の

流

通

機

微2：.
t o

格

形

成0
メ.

力
'
:
.

-
’ズ
A-
が
へ
北
洋
漁
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
中 

小
漁
業
資
本
と
の
市
場
価
格
を
め
ぐ
る
抗
争
関
ぽ
お 

よ
び
、
-
大
手
輸
出
商
社
と
漁
業
独
占
資
本
の
輸
出
機 

構
，の
掌
握
の
実
態
よ
り
分
析
さ
れ
る
。.
漁
業
労
働
は 

戦
後
合
成
戡
維
の
使
用
，.
漁
船
の
高
性
能
化
、
魚
群 

探
知.

の
導
入
に
よ
o'
て
、
従
来
の
船
頭
を
中
心
と 

★

る
'手

0 :
;
業
姻
货
，働
形
態
'か
ら
職
務
分
化
を
と
げ
て 

き
で
い
る
が
'.,

'母
船
労
働
は
長
時
間
•..
低
賃
+銀
労
働 

•
雇
用
関
係.
に
'お
け
る
船
頭
制
的
形
態
が
な
お
強
く 

残
さ
れ
て
い
る
実
態
が
叽
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
主 

.
耍
な
生
産
手
段
だ
る
漁
網
の
生
産
は
、，
戡
維
独
占
資 

本
ど
漁
業
独
占
資
本
の 
一Iつ

：：

の
系
列
化
の
進
展
の
も 

と

片

あ

，
り

、

.
合

成

娥

維

網

の

生

産

を

支

配

す

る

こ

と
 

は
、.
そ
.の
供
給
を
通
じ
て
中
小
漁
業
資
本
を
支
配
下 

に
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

:.
本f

l

は
、.
北
洋
漁
業
に
お
け
る
資
本
蓄
積
法
則
を 

T

七
名
の
共
同
研
究
に
よ
る
詳
細
な
実
態
分
析
を
通 

じ
て
検
ぽ
し
た
貴
蜇
な
成
果
で
あ
り
、.'特
に
そ
の
法 

:
則
性
の
ー
换
業
に
お.
け
る
解
明
に
お
い.
て
、
充
分
な
理 

論
的
検
討
が
果
さ
れ
て
い
な
■い
漁
場
独.
占
、
.「

独
占 

:

地
代
/
か
問
題
に
メ
八
を
'入
れ
：た.
こ
、
.
と

は

、
：
.
漁

業

の 

理
論
的
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
上.
に

-;
石

を

投

じ

た

も
 

:
:の
と
^

え
よ
1

:-
:
°(

お
茶
の
永
書
房.
，
<5 

六
〇 

九
頁
•

一

、
八
〇
〇
円)

.

丨
高
山
隆
三
丨


